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「無田甫田維秀矯々」額 (社会福祉法人北海道家庭学校提供)

江原素六が留岡幸助に送った言葉を額にしたもの。北海道家庭学校の礼拝堂に掲げられている。

家
庭
学
校
と
江
原
素
六

家
庭
学
校
は
、
留
岡
幸
助
が
明
治
二

二
年

（
一
八
九
九
）

一
一
月
三
二
日
東

京
巣
鴨
に
創
立
し
た
感
化
施
設
で
あ
る
。

江
原
素
六
は
留
岡
の
よ
き
理
解
者

・
協

力
者
で
あ

っ
た
。

留
岡
幸
助
は
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）、

備
中
国
高
梁

（現
岡
山
県
高
梁
市
）
に
、

古
田
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
す
ぐ

に
留
岡
家
の
養
子
と
な

っ
た
。　
一
六
才

で
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
後
、
明
治

一
八

年
、
同
志
社
英
学
校
別
科
神
学
科
邦
語

神
学
課
程
に
入
学
、
新
島
襄

の
教
え
を

受
け
た
。

卒
業
後
、
丹
波
第

一
教
会
で
牧
師
と

な
り
、
定
住
伝
道
を
始
め
る
。
明
治
二

四
年
、
北
海
道
市
来
知
の
空
知
集
治
監

の
教
誨
師
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
監
獄

か
ら
だ
け
で
は
人
を
救
え
な
い
こ
と
に

気
づ
き
、
囚
人
を
通
し
て
監
獄
に
入
る

前
の
保
護
が
大
事
と
考
え
、
感
化
事
業

を
志
す
よ
う
に
な

っ
た
。
二
七
年
か
ら

二
〇
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
、

コ
ン
コ
ル
ド
感
化
監
獄
で
実
習
、
そ
の

後
、　
エ
ル
マ
イ
ラ
感
化
監
獄
で
は
ブ

ロ
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ツ
ク
ウ

ェ
ー
に
直
接
指
導
を
受
け
た
。

帰
国
後
、
国
内
で
感
化
院
の
設
立
の

た
め
に
奔
走
し
、
家
庭
学
校
を
設
立
し

た
ｃ江

原
素
六
と
留
岡
幸
助
が
知
己
と
な

る
き

つ
か
け
は
、
明
治
二
九
年

（
一
八

九
六
）
七
月
下
旬
、
留
岡
が
牧
師
松
井

文
弥
と
と
も
に
丹
波
に
伝
道
に
赴
く
途

上
、
江
原
が
自
由
党
の
遊
説
員
と
し
て

四
国
に
赴
く
途
上
で
あ

っ
た
。
前
日
の

強
雨
の
た
め
、
東
海
道
鉄
道
が
水
害
の

為
に
破
壊
さ
れ
、
加
太

（現
二
重
県
亀

山
市
）
か
ら
柘
植

（同
県
伊
賀
市
）
ま

で
を
ガ
タ
馬
車
か
徒
歩
で
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
、
江
原
と
留
岡
、
松

井
、
古
谷
久
綱

（元
伊
藤
博
文
の
秘
書

官
で
当
時
国
民
新
聞
の
記
者
）
の

一
行

は
徒
歩
で
峠
を
越
え
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
、
当
時
五
四
歳
で
最
年
長
の
江

原
素
六
が
四
人
の
う
ち
で

一
番
に
峠
に

登
り
、
老
齢
な
が
ら
の
健
脚
ぶ
り
に
留

岡
は
驚

い
た
と
い
う
。

家
庭
学
校
は
三
九
年
六
月
に
組
織
を

変
更
し
て
財
団
法
人
と
な

っ
た
。
江
原

は
法
人
に
な
る
と
同
時
に
理
事
に
就
任

し
、
亡
く
な
る
ま
で
務
め
た
。
江
原
は

理
事
会

の
開
会
毎
に
万
障
繰
り
合
わ
せ

て
出
席
し
た
。
出
席
し
て
も
談
論
風
発

す
る
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
「只
ヂ
ツ
ト

し
て
」
席
に
い
る
だ
け
で
あ

つ
た
が
、

江
原
が
列
席
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

な
ん
と
な
く
会
は
緊
張
し
て
議
事
が
進

ん
だ
と
い
う
。
い
わ
ば
江
原
は
理
事
達

の
先
生
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
留

岡
は
回
顧
し
て
い
る
。

大
正
三
年

（
一
九

一
四
）
八
月
二
四

日
、
家
庭
学
校
が
北
海
道
上
湧
別
村
字

社
名
淵

（現
遠
軽
町
留
岡
）
に
分
校
と

農
場
を
設
置
し
た
。
留
岡
は
北
海
道

ヘ

の
出
発
に
先
立
ち
江
原
の
元
を
訪
れ
た
。

江
原
は

「留
岡
君
僕
は
貧
乏
で
あ
る
か

ら
餞
別
に
す
べ
き
も
の
を
持
た
ぬ
、
之

を
餞
し
て
君
の
北
海
道
行
き
を
祝
し
た

い
と
思
ふ
」
と
言

っ
て
、
一無
田
市
Ｈ
維

芳
矯
々
実
」
と
い
う
詩
経
の

一
節
を
留

岡
に
書
き
遣
り
、
手
に
余
る
田
を
作
る

と
、
芳
が
茂

っ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
く

な
る
と
い
う
意
味
だ
。
仕
事
を
遣
り
散

ら
か
す
と
纏
ま
り
が
つ
か
な
く
な
る
、

`` レ

手
に
適

っ
た
仕
事
を
す
れ
ば
よ
い
と
解

説
し
た
。
留
岡
は
、
自
分
の
弱
点
を
よ

く
知

っ
た
う
え
で
の
江
原
の
餞
語
を
あ

り
が
た
く
思
い
、
北
海
道
に
行
く
と
す

ぐ
に
、
能
筆
で
知
ら
れ
る
網
走
監
獄
の

大
谷
典
獄
に
揮
一曇
し
て
も
ら
い
、
長
さ

二
間
、
幅

一尺
の
楡
の
板
に
彫
刻
さ
せ

て
板
額
と
し
、
礼
拝
堂
が
建
築
さ
れ
た

あ
か
つ
き
に
は
そ
の
正
面
に
掲
げ
る
つ

も
り
で
、
自
分
の
寝
室
兼
書
斎
で
あ
る

八
畳
間
に
掲
げ
た
。
こ
の
板
額
は
現
在

も
北
海
道
家
庭
学
校
の
礼
拝
堂
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

大
正
四
年
夏
、
江
原
は
北
海
道
の
農

場
を
訪
問
し
た
。
江
原
は
開
墾
地
や
厩
、

牛
舎
、
礼
拝
堂
な
ど
を
見
て
同
り
、
「豚

の
飼
育
方
は
斯
う
や
る
べ
き
じ
や
、
開

墾
は
斯
く
す
べ
き
じ
や
、
馬
は
か
や
う

に
御
す
べ
き
じ
ゃ
、
農
業
開
墾
は
斯
様

に
や
る
べ
き
じ
や
」
な
ど
細
か
い
実
際

的
な
話
を
し
た
と
い
う
。
農
場
員
は
江

原
か
ら
宗
教
、
道
徳
、
教
育
な
ど
の
話

を
聞
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ

で
、
江
原
の
日
か
ら
豚
の
飼
育
法
や
農

業
開
墾
の
こ
と
ま
で
聞
く
と
は
思

っ
て

い
な
か

っ
た
の
で
非
常
に
驚
い
た
と
い

「之
で
私
も
安
心
し
た
。
実
は
家
庭
学

校
の
農
場
開
か
れ
て
よ
り
、
東
京
辺
で

は
色
々
の
噂
が
立

つ
。
留
岡
は
素
人
の

癖
に
あ
の
や
う
な
大
面
積
の
土
地
の
払

下
げ
を
受
け
て
開
墾
を
や

つ
て
居
る
が

失
敗
せ
ね
ば
よ
い
が
な
ど

ゝ
色
々
の
噂

が
あ
る
。
其
時
私
は
思
ふ
た
。
自
分
は

家
庭
学
校
の
理
事
で
あ
り
な
が
ら
、　
一

度
も
実
地
を
見
ず
し
て
相
談
に
与

つ
て

居
る
。
世
人
が
色
々
の
事
を
言
ふ
て
居

る
の
に
、
其
れ
は
君
方
が
間
違

つ
て
居

る
と
も
間
違

つ
て
居
な
い
と
も
云
ふ
こ

と
の
出
来
ぬ
の
は
、
実
は
自
分
に
取

つ

て
は
頗
る
苦
し
い
こ
と
で
あ
る
。
故
に

一
度
見
と
か
な
く
て
は
責
任
が
済
ま
ぬ

と
思

つ
て
来
て
見
た
。
見
る
と
中
々
善

い
と
こ
ろ
じ
や
、
之
れ
ら
な
大
丈
夫
、

折
角
勉
強
し
て
や

つ
て
呉
れ
玉

へ
、
必

ず
成
功
す
る
に
違
い
な
い
。」
と
言
つ
て
、

留
岡
ら
を
励
ま
し
た
。
留
岡
は
江
原
を

「責
任
観
念
の
強
い
方
で
あ
る
と
思

っ

た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

（参
考
文
献
〉
同
志
社
大
学
人
文
科
学

研
究
所
編

『
留
岡
幸
助
著
作
集
』
第
二

巻
、
第
四
巻

※
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
石
割
憲

一
氏

よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

留 岡 幸 助
(『留岡幸助著作集 第四巻』より

´
つ

江
原
は
、
農
場
を
去
る
に
あ
た
り
、

し
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『
一一

「
一一

「
一一

¨
一一

珈
一一

¨
一一

現
在
、
工
事
現
場
や
工
場
な
ど
で
当

た
り
前
の
よ
う
に
目
に
す
る

「安
全
第

一
」
と
い
う
標
語
は
、
二
〇
世
紀
初
頭

ア
メ
リ
カ
の
工
業
界
で
提
唱
さ
れ
て
い

た
∽
”
お
■

フ
『∽
一
と
い
う
概
念
が
日
本
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

最
初
の
紹
介
者
こ
そ
、
旧
幕
臣
の
子
で

沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
出
身
の
工
学

博
士
小
田
川
全
之

（
一
八
六

一
～

一
九

二
三
）
そ
の
人
で
あ
る
。

沼
津
か
ら
東
京
の
工
部
大
学
校

（後

の
東
京
大
学
工
学
部
）
に
進
学
し
、
上

木
科
を
卒
業
し
た
小
田
川
は
、
官
吏
を

経
て
古
河
財
閥
に
入
社
、
足
尾
鉱
業
所

し

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
始
Ｖ

小

田

川

全

之

と

安

全

第

一

ヽ

き
は
、
や
が
て
工
業
界
や
交
通
業
界
な

ど
に
広
が
り
全
国
展
開
を
見
せ
、
大
正

六
年

（
一
九

一
七
）
二
月

一
　

日
安
全

第

一
協
会
が
創
設
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

会
頭
は
逓
信
次
官
内
円
嘉
吉
。
小
田
川

は
賛
助
会
員
の

一
人
に
す
ぎ
な
か

っ
た

が
、
四
月
三
日
の
第

一
回
総
会
で
は
先

駆
者
の
名
誉
と
し
て

「
工
業
と
安
全
第

一
」
の
題
で
講
演
を
行

っ
た
。
ま
た
、

同
年
四
月
か
ら
八
年

（
一
九

一
九
）
〓

月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
月
刊
の
同
会
機
関

誌

『
安
全
第

一
』
に
は
、
彼
が
足
尾
銅

山
で
配
布
し
た

『
安
全
専

一
』
の

一
部

が
二
回
に
わ
た
り
転
載
さ
れ
て
い
る
。

小
円
川
の
人
脈
、
旧
幕
臣

・
沼
津

・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
共
通
点
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
、
安
全
第

一
協
会
に
は

江
原
素
六
も
関
わ

っ
て
い
る
。
大
正
六

年
六
月
発
行

『
安
全
第

一
』
第

一
巻
第

三
号
に

「冒
険
に
も
安
全
第

一
あ
り
」

と
い
う
短
文
が
載

っ
た
ほ
か
、
同
年

一

〇
月
三

一
日
東
京
神
田
の
東
京
商
業
学

校
を
会
場
に
開
か
れ
た
第
二
同
総
会
で

は

一安
全
第

一
雑
感
」
の
タ
イ
ト
ル
で

記
念
講
演
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
講
演

内
容
は
、
禁
酒
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
た
め
も
あ
り
、
旧
幕
時
代
の
体
験
談
、

聖
書
や
春
秋
左
氏
伝
か
ら
の
引
用
を
合

め
、
酒
が
安
全
観
念
に
及
ぼ
す
害
悪
に

つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

な
お
、
大
正
七
年
六
月
時
点
で
安
全

第

一
協
会

の
会
員
数
は
三
九
二
、
う
ち

静
岡
県
は
緒
明
圭
造

・
花
島
信

一
。
曽

根
房
吉
の
み
で
あ
る
。
花
島
信

一
は
、

練
乳
工
場
を
経
営
し
た
三
島

の
素
封
家

花
島
兵
右
衛
門
の
子
で
、
小
田
川
に
と

っ
て
は
甥

（姉
の
子
）
に
あ
た
る
。
同

家
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
で
あ
る
。

安
全
第

一
を
導
入
し
た
小
田
川
の
動

機
は
、
労
働
者
の
管
理

・
監
督
、
ひ
い

て
は
会
社
経
営

の
た
め
と
い
う
資
本
家

側
か
ら
す
る
発
想
だ
け
で
は
な
か

っ
た

よ
う
に
思
え
る
。
労
働
組
合

の
結
成
を

推
進
し
た
佐
久
間
貞

一
、
社
会
問
題
に

取
り
組
ん
だ
島
円
三
郎
、
鉄
道
青
年
会

な
ど
を
通
じ
て
労
働
者
の
修
養
に
力
を

人
れ
た
江
原
素
六
ら
、
労
働
者
の
地
位

向
上
に
意
を
注
い
だ
旧
幕
臣
た
ち
は
彼

に
と

つ
て
身
近
な
存
在
で
あ

っ
た
。
江

原

・
島
田
は
沼
津
兵
学
校
時
代
の
恩
師

・

先
輩
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て

も
同
様
で
あ

っ
た
。
そ
の
根
幹
に
は
人

道
主
義
が
あ

っ
た
。

（参
考
文
献
〉
『安
全
第

一
』
復
刻
版

・

全
四
冊

・
別
冊

（
二
〇
〇
七
年
、
不
二

出
版
）
　

　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）

長
、
古
河
合
名
会
社
理
事
な
ど
を

つ
と

め
た
。
足
尾
銅
山
で
は
、
労
働
者
の

一知

育
徳
育
を
高
め
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で

雑
誌

『
鉱
夫
之
友
』
を
発
行
、
大
正
四

年

（
一
九

一
五
）

一
月
そ
の
付
録
と
し

て

『
安
全
専

一
』
と
い
う
小
冊
子
を
配

布
し
た
の
が
、
「安
全
第

一
」
と
い
う
運

動
が
日
本
に
広
ま
る
き

っ
か
け
と
な

っ

た
。
彼
は
、
そ
の
数
年
前
か
ら
∽
Ｒ
の
質

フ
「∽
一
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
情
報
を

得
て
い
た
が
、
日
本
語
に
直
す
に
あ
た

っ
て
は

「安
全
主
義
」
「安
全
本
位
」
「安

全
専

一
」
な
ど
を
使
用
し
て
い
た
。

小
田
川
に
よ
り
足
尾
で
始
ま

っ
た
動

小田川全之 (小 円川清氏提供)

「安全専一」標識
(NPO法人足尾歴史館所蔵)
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一」お
，知
一ら
一せ
一欄

．

一「
慶
体
み
金
直
一
一実
施
報
告
一一
一
一
″́
一

＊
戦
時
中
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う

８
月
６
日
困
、
小
学
４
～
６
年
生
３２

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
佐
藤
友

哉
氏
か
ら
紙
芝
居

「自
旗
の
少
女
」
を

交
え
た
戦
時
中
の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

ま
た
、
金
岡
婦
人
学
級
の
方
々
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
す
い
と
ん
作
り
を
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
戦
時
中
の
苦
労
の

一
コ
マ
を

体
験
し
ま
し
た
。

＊
１
日
学
芸
員
体
験
講
座

８
月
８
日
０
、
中
学
生
２
人
、
高
校

生
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
中
学

芸
員
の
仕
事
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、

収
蔵
庫
を
見
学
。
午
後
は
実
際
の
資
料

を
取
り
扱
う
実
技
体
験
を
し
ま
し
た
。

＊
平
和
を
考
え
る
戦
争
史
跡
め
ぐ
り

８
月
７
日
困
、
中
学
生
　
１３
人

９
日
０
、
親
　
子
　
２３
人

１０
日
０
、
親
　
子
　
２４
人

沼
津
市
内
に
残
る
戦
争
史
跡
を
バ
ス

で
め
ぐ
り
、
風
化
し
つ
つ
あ
る
戦
争
を

思
い
起
こ
し
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
９
日
に

は
東
京
都
立
沼
津
戦
時
疎
開
学
園
の
同

窓
会

の
方
々
が
、
我
入
道
に
残
る
疎
開

学
園
跡

（現
文
化
財
収
蔵
庫
）
で
、
疎

開
時
の
生
活
の
様
子
を
お
話
し
て
く
だ

さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
テ
レ
ビ

局
の
取
材
が
２
件
入
り
、
８
月
１４
日
因

の
夕
方
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
か
ら
１２
月
の
毎
月
最
終
土
曜
日
、

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
対
象
に
竹
細

工
を
楽
し
む
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

市
教
委
生
涯
教
育
課
の

「お
し
え
て
名

人
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師

に
お
招
き
し
、
竹
を
使

っ
た
手
作
り
お

も
ち
や
を
作
り
遊
び
ま
す
。
残
す
と
こ

ろ
あ
と
、

１１
月
２９
日
０
、

１２
月
２０
日
０

の
２
回
。
い
ず
れ
も
１３
時
３０
分
か
ら
参

加
費
無
料
、
お
申
し
込
み
、
持
ち
物
も

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

躾
曖
晰
一儡
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８
月
２７
日
か
ら
９
月
１０
日
ま
で
、
大

学
で
博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
を
目
指

す
学
生
５
人
が
実
習
を
し
ま
し
た
。
ぬ

ま
し
ん
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（大

手
町
）
で
の
館
蔵
資
料
展
、
教
育
普
及

事
業

（古
文
書
講
座
ほ
か
）
の
補
助
、

拓
本
取
り
、
資
料
整
理
な
ど
、
実
践
的

な
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

「沼
辞
泰
子
槙
附
属
小
子
薇
で

子
ん
だ
人
た
ち
」

９
月
２
日
ω
か
ら
２８
日
同
、
大
手
町

の
沼
津
信
用
金
庫
本
店
で
開
催
し
ま
し

た
。
館
蔵
資
料
を
、
館
以
外
で
も
ご
覧

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し
、
今
年

で
５
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
展
示
作
業

に
は
、
学
芸
員
実
習
生
も
参
加
し
ま
し

た
。

９
月
～
１０
月
の
毎
週
日
曜
日
５
回
に

わ
た

っ
て
、
初
め
て
古
文
書
に
触
れ
る

人
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
平
沢
村
の

「御
仕
置
五
人
組
帳
」

（江
戸
時
代
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、
講
師

の
武
田
藤
男
氏

（元
明
治
史
料
館
嘱
託
）

の
指
導
で
、
ミ
ミ
ズ
が
の
た
く
っ
た
よ

う
な
く
ず
し
字
を
解
読
す
る
コ
ツ
や
、

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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大
切
な
資
料
を
虫
や
カ
ビ
の
害
か
ら

守
る
た
め
、
館
内
の
く
ん
蒸
作
業
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
日
程
で

臨
時
休
館
し
ま
す
。

〈休
館
日
〉

１１
月
１０
日
０
～
１９
日
因

運
違
灘
一一蛛
一一一鋏
り

難
一篠
一齢
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一一一一一一一一一一一一一一鷲
は
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１２
月
２９
日
０
か
ら
１
月
３
日
０
ま
で

休
館
し
ま
す
。
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「巻物」の取 り扱い

体験中 !!

ス トリー トギャラリー

での展示作業風景
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